
生活指導部会授業研究会 

 

 

 

 

研究所生活指導部会が、伊丹市の小学

校において２年生の道徳の授業を参観し

ました。 

 単元名は「ないとこまるもの『ほほえ

み』1･2 ねん」。授業は、教材の絵 11 枚

を見ながら、自分にとってないとこまる

ものを考える学習でした。さらに、自分

で考えたもの 1枚を加えた 12 枚から、11

枚、9 枚と自分に必要なものを一人ひとりが選び、理由を話し合いました。

最後に、班全員でないとこまるものを 3 枚選ぶ時は、「ペットは家族だから

のこしたい」等、自分の考えを友だちに伝え合い認め合いながら決定する

姿が見られました。 

その後の研究討議では、授業の展開や発

問・指示、児童の様子について話し合いが

もたれ、「子どもたちが自分の思いをしっか

り伝えようとしていた」「クラスには一人ひ

とりの発言が大切にされる雰囲気があっ

た」等の意見が出されました。協力研究所

員からは、子どもの権利条約をいかした教

材や児童の発達段階に応じた教材の扱い方（低学年は自分、中学年は学級、

高学年は学校のことを子どもの権利条約を通して考える）等について助言

がありました。 
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